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【表紙内容】

11月18日（火）に基山幼稚園の

子どもたちが、勤労感謝の日に

ちなみ、役場を訪問されました。

この日は、子どもたちから感謝

の言葉と花束が贈られました。

佐賀県知事選挙の投票日は、

平成27年１月11日（日）です ４〜７

まちの財政事情公表 ８〜11

｢臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」を

受給された方へ 23
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
助
成
に
つ
い
て

～
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
～

基
山
町
で
は
︑
こ
ど
も
と
高
齢
者

を
対
象
に
︑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
︒

助
成
期
間
は
12
月
末
ま
で
で
す
︒
助

成
を
希
望
す
る
方
は
︑助
成
対
象
年
齢

及
び
接
種
医
療
機
関
等
を
ご
確
認
の

う
え
︑早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
高
齢
者
以
外
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で
す

の
で
︑
接
種
に
つ
い
て
法
律
上
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
保
護
者
の
方
が

判
断
し
︑
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
︒

こ
ど
も
の
予
防
接
種
︵
任
意
接
種
︶

▽
対
象
者

町
内
在
住
の
０
歳
～
中
学
３
年
生

▽
助
成
内
容

１
回
に
つ
き
１
︐
５
０
０
円
の
助

成
を
２
回
を
限
度
に
行
い
ま
す
︒

(※
接
種
費
用
か
ら
１
︐
５
０
０

円
が
控
除
さ
れ
ま
す
︶

▽
接
種
の
時
に
持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
︑
健
康
保
険
証

※
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒

高
齢
者
の
予
防
接
種
(
定
期
接
種
)

▽
対
象
者

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▽
接
種
回
数

１
人
１
回

▽
接
種
料
金

５
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関

町
内
指
定
医
療
機
関
で
個
別
接
種

県
内
の
実
施
医
療
機
関
で
個
別
接

種
で
す
︒
接
種
可
能
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
︑
左
記
の
問
合
せ
先
も

し
く
は
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

※
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

平
成
25
年
分
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
証
明
書
︵
申
告
用
︶
に
つ
い
て

確
定
申
告
に
お
い
て
︑
納
付
い
た

だ
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
︑

社
会
保
険
料
の
控
除
と
し
て
お
使
い

に
な
れ
ま
す
の
で
︑
保
険
料
納
付
証

明
書
︵
申
告
用
︶
を
１
月
下
旬
に
ご

自
宅
へ
お
送
り
し
ま
す
︒

■
お
送
り
す
る
方

平
成
25
年
中
の
保
険
料
を
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
て
納
付
い
た

だ
い
た
方︵
※
年
金
天
引
き
の
み

の
方
は
︑平
成
25
年
分
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
︑お
送
り
し
ま
せ
ん
︒︶

な
お
︑
年
金
天
引
き
の
み
の
方
で

も
︑
納
付
証
明
書
が
必
要
な
方
は
︑

お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
随
時
発

行
い
た
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課

保
険
年
金
係

電
話
９
２
︱
７
９
３
４

１月 5日（月）から、
通常運行いたします。

運休いたします。

※問合せ先
　まちづくり推進課
　電話９２－７９６３

平成27年

医 療 機 関 名 住 所 電話番号 予約

池田胃腸科外科 基山町小倉545番地55 92-2308 要

酒井クリニック 基山町小倉1059番地２ 92-1121 不要

つくし整形外科医院 基山町園部2765番地25 92-7655 不要

中洲医院 基山町宮浦259番地45 81-0061 不要

なるお内科小児科 基山町けやき台一丁目23番地７ 92-4170 不要

まえはら耳鼻咽喉科・
アレルギー科クリニック

基山町園部2772番地10 81-0733 要

子どもインフルエンザ予防接種助成指定医療機関

︿
有
料
広
告
﹀
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挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

今
回
行
わ
れ
る
選
挙
は

佐
賀
県
知
事
の
辞
職
に
よ
る
も
の

で
︑
佐
賀
県
知
事
を
選
出
す
る
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
︒

○
告
示
日
・
投
票
日

平
成
26
年
12
月
25
日
告
示

平
成
27
年
１
月
11
日
投
票

今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人
は

①
満
20
歳
以
上
︵
平
成
７
年
１
月
12

日
以
前
の
出
生
︶
で

②
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
︵
平
成
26

年
９
月
24
日
以
前
か
ら
︶
本
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
で

③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

者

た
だ
し
︑
以
上
の
条
件
を
備
え
た

方
で
あ
っ
て
も
︑
平
成
27
年
１
月
11

日
ま
で
に
本
町
か
ら
転
出
さ
れ
た
方

︵
県
内
の
他
の
市
町
に
引
き
続
き
１

回
に
限
り
異
動
し
た
方
は
転
出
先
の

証
明
書
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
︶

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
︒

※
た
と
え
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
き

て
も
投
票
日
当
日
転
出
さ
れ
て
い

る
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
︒

転
入
さ
れ
た
方
は
注
意

平
成
26
年
９
月
25
日
以
降
に
転
入

届
を
さ
れ
た
方
は
投
票
が
で
き
ま
せ

ん
︒
た
だ
し
︑
転
入
前
の
住
所
地
が

県
内
で
︑
引
き
続
き
１
回
に
限
り
異

動
し
た
方
は
︑
投
票
で
き
ま
す
の
で

基
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
証
明
書

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

投

票

日

平
成
27
年
１
月
11
日
︵
日
︶

佐
賀
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
︑

佐
賀
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
︑

平
成
27
年
１
月
11
日
︵
日
︶
で
す

平
成
27
年
１
月
11
日
︵
日
︶
で
す
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期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

投
票
日
当
日
ど
う
し
て
も
投
票
に

行
け
な
い
方
々
の
た
め
に
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
ご
と
に
期
日
前
投
票
・
不

在
者
投
票
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

場
所
は
基
山
町
役
場
で
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
︒
期

間
は
12
月
26
日
か
ら
平
成
27
年
１
月

10
日
ま
で
で
す
︒
役
場
が
閉
庁
日
で

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
︒

指
定
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
不
在
者
投
票
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

に
つ
い
て

▽
指
定
病
院
︑
指
定
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
不
在
者
投
票

・
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す
る
病
院
に
入
院
︑
指
定
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
て
い
る
選

挙
人
で
不
在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
人

・
投
票
用
紙
の
請
求
方
法

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
選
挙
人
は
︑
選
挙
管
理
委
員
長
に
対
し
て
自
ら
請
求
す
る
か
︑
指
定
病

院
等
の
長
又
は
代
理
人
が
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
に
請
求
し
ま
す
︒

・
投
票
の
方
法

指
定
病
院
等
で
不
在
者
投
票
を
行
う
か
又
は
︑
現
に
所
在
す
る
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
し
ま
す
︒

▽
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

・
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
次
の
人
は
自
宅
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
︒

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
で

・
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
３
級
の
人

・
免
疫
肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
で

・
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

・
肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

③
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
︑
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
と
記

載
し
て
あ
る
人

ま
た
︑
同
制
度
に
該
当
す
る
人
で
︑
上
肢
及
び
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
の
人
は
︑
代
理
記
載
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

た
だ
し
︑
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
︵
役
場
総
務
課
内
︶

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

▽
期
間

12
月
26
日
～

平
成
27
年
１
月
10
日

▽
時
間

午
前
８
時
30
分
～午

後
８
時

▽
場
所

基
山
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▽
必
要
な
も
の

入
場
券
︵
届
い
て
い
る
時
︶

期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
に

つ
い
て
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投投投投投投票票票票票票所所所所所所はははははは投票所は
ごごごごごご存存存存存存じじじじじじでででででですすすすすすかかかかかか？？？？？？ご存じですか？

投票は、午前７時から午後８時まで、

次の場所で行われます。

※入場券に書いてある投票所以外では

投票できませんのでご注意ください。

明るい選挙のイメージキャラクター

選挙のめいすいくん

「みんなの一票 大切に！」

投
票
区

投

票

所

区

域

１

基
山
町
役
場

３
︵
上
町
上
第
一
・
第
二
・

グ
レ
ー
ス
フ
ル
基
山
駅
を
除
く

︶
・
12
区

２

第
１
区
公
民
館

１
区

３

第
２
区
公
民
館

２
区

４

第
４
区
公
民
館

４
区

５

若
基
小
体
育
館

６
・
14
・
15
・
16
・
17
区

６

第
13
区
公
民
館

10
・
13
区

７

第
８
区
公
民
館

５
・
８
区
・
上
町
上
第
一
・
第
二
・

グ
レ
ー
ス
フ
ル
基
山
駅

８

第
７
区
公
民
館

７
区
︵
西
長
野
を
除
く
︶

９

第
11
区
公
民
館

11
区
・
西
長
野

10

第
９
区
公
民
館

９
区

第1区公民館

基山町役場 第
１
投
票
所
見
取
図

第
２
投
票
所
見
取
図
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第9区公民館

第11区
公民館

第
９
投
票
所
見
取
図

第
10
投
票
所
見
取
図

第13区公民館

若基小体育館

第
５
投
票
所
見
取
図

第
６
投
票
所
見
取
図

第7区
　公民館

第8区
公民館

第
７
投
票
所
見
取
図

第
８
投
票
所
見
取
図

第4区
公民館

第２区公民館

第
３
投
票
所
見
取
図

第
４
投
票
所
見
取
図
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ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
ののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政
事事事事事事事事事事事事事
情情情情情情情情情情情情情
公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表

ま
ち
の
財
政
事
情
公
表

地方譲与税0.9%

地方消費税交付金2.6%

地方特例交付金0.1％

平成25年度
歳入決算額

58億9,929万円

地方交付税18.6％

国庫支出金11.7％

県支出金5.6％

町債
8.5％

町税
40.0％

分担金及び負担金1.6％

使用料及び手数料1.7％

繰入金3.4％

諸収入1.8％

その他2.9％

依存財源
48.6％

自主財源
51.4％

利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、
交通安全対策特別交付金0.6%

義務的経費
46.0％

投資的経費
12.7％

その他の経費
41.3％

その他3.6％

繰出金10.9％

補助費等13.2％

維持補修費1.0％

物件費12.6％

災害復旧費0.0％

公債費13.3％

扶助費13.3％

人件費19.4％

普通建設事業費12.7％

平成25年度
歳出決算額

57億1,492万円

歳

入

構

成

比

歳

出

構

成

比

町
で
は
︑
一
般
会
計
や
特
別
会
計

の
予
算
・
決
算
の
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
︒
こ
の
公
表
は
︑
町
の
歳

入
・
歳
出
の
概
況
な
ど
を
十
分
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
︒

歳
入

58
億
９
︐
９
２
９
万
２
千
円

歳
入
の
構
成
は
︑
自
主
財
源
の
割

合
が
51
．
４
％︵
前
年
度
54
．
０
％
︶

と
な
り
︑
依
存
財
源
48
．
６
％
︵
前

年
度
46
．
０
％
︶
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
︒

歳
出

57
億
１
︐
４
９
２
万
円

歳
出
に
占
め
る
性
質
別
経
費
の
割

合
は
︑義
務
的
経
費
が
46
．
０
％︵
前

年
度
52
．
３
％
︶︑
投
資
的
経
費
が

12
．
７
％
︵
前
年
度
６
．
５
％
︶︑
そ

の
他
の
経
費
は
41
．
３
％
︵
前
年
度

41
．
２
％
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

平
成
25
年
度

決
算
状
況

一
般
会
計

財

政

用

語

▽
自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る

財
源
︒
例
え
ば
地
方
税
︑
分
担
金

や
手
数
料
な
ど
が
こ
れ
に
な
り

ま
す
︒

こ
の
自
主
財
源
の
割
合
が
高

い
ほ
ど
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
︒

▽
依
存
財
源

国
や
県
の
定
め
ら
れ
た
額
を

交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入
︒
地
方
交
付
税
︑

国
・
県
支
出
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
︒

▽
地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
所
得
税
︑
法
人
税
︑

酒
税
︑
消
費
税
及
び
国
の
た
ば
こ

税
よ
り
︑
市
町
村
が
等
し
く
事
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
︒

▽
町
税

町
民
税
︑
固
定
資
産
税
︑
軽
自

動
車
税
な
ど
町
民
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
お
金
で
す
︒

▽
町
債

町
が
事
業
を
行
う
た
め
国
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金
で
す
︒
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平成26年度 一般会計・特別会計予算の執行状況平成26年度 一般会計・特別会計予算の執行状況

一 般 会 計
(平成26年９月30日現在)

(単位：千円、％) (単位：千円、％)歳 入 歳 出

特 別 会 計

区 分
会 計 名

予算現額
歳 入 歳 出

収入済額 収入割合 支出済額 執行割合

国民健康保険特別会計 2,275,064 913,276 40.1 913,732 40.2

後期高齢者医療特別会計 202,137 73,234 36.2 53,709 26.6

下 水 道 特 別 会 計 352,113 90,247 25.6 134,758 38.3

計 2,829,314 1,076,757 38.1 1,102,199 39.0

☆財政事情の詳しい内容は、役場１階の情報公開コーナー及び３階の財政課で公表しています☆

(単位：千円、％)

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表

区 分

款 名
予算現額 調定額 収入済額

対予算額
収入率

対調定額
収入率

1 町 税 2,343,680 2,369,836 1,422,024 60.7 60.0

2 地 方 譲 与 税 50,999 15,081 15,081 29.6 100.0

3 利 子 割 交 付 金 4,075 1,527 1,527 37.5 100.0

4 配 当 割 交 付 金 8,863 1,337 1,337 15.1 100.0

5
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

1,260 0 0 0.0 0.0

6 地方消費税交付金 170,896 102,099 102,099 59.7 100.0

7 自動車取得税交付金 5,963 1,656 1,656 27.8 100.0

8 地方特例交付金 6,601 6,601 6,601 100.0 100.0

9 地 方 交 付 税 994,688 719,569 719,569 72.3 100.0

10
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

3,292 1,486 1,486 45.1 100.0

11 分担金及び負担金
82,806
(5,840)

85,886
(0)

42,666
(0)

51.5
0.0

49.7
0.0

12 使用料及び手数料 95,180 72,531 47,858 50.3 66.0

13 国 庫 支 出 金 597,796 369,707 232,797 38.9 63.0

14 県 支 出 金
483,112
(134,654)

319,131
(0)

135,588
(0)

28.1
0.0

42.5
0.0

15 財 産 収 入 9,737 5,874 5,874 60.3 100.0

16 寄 附 金 2,201 1,219 1,219 55.4 100.0

17 繰 入 金 564,297 26,763 26,763 4.7 100.0

18 繰 越 金
82,619

(101,752)
82,619
(101,753)

82,619
(101,753)

100.0
100.0

100.0
100.0

19 諸 収 入 92,023 19,548 13,293 14.4 68.0

20 町 債
660,661
(103,100)

0
(0)

0
(0)

0.0
0.0

0.0
0.0

計
6,260,749
(345,346)

4,202,470
(101,753)

2,860,057
(101,753)

45.7
29.5

68.1
100.0

区 分

款 名
予算現額

予備費
充用

計 支出済額 予算残額
対予算額
支出割合

１ 議 会 費 96,636 54 96,690 50,681 46,009 52.4

２ 総 務 費 862,545 268 862,813 327,115 535,698 37.9

３ 民 生 費
1,941,213
(179,764)

103
(0)
1,941,316
(179,764)

777,905
(0)
1,163,411
(179,764)

40.1
0.0

４ 衛 生 費 720,721 15 720,736 331,775 388,961 46.0

５ 労 働 費 5,160 0 5,160 5,160 0 100.0

６ 農林水産業費 73,399 0 73,399 28,657 44,742 39.0

７ 商 工 費 92,526 0 92,526 35,009 57,517 37.8

８ 土 木 費
713,743
(34,860)

0
(0)

713,743
(34,860)

75,846
(11,000)

637,897
(23,860)

10.6
31.6

９ 消 防 費
246,240
(125,734)

0
(0)

246,240
(125,734)

119,558
(19,908)

126,682
(105,826)

48.6
15.8

10 教 育 費
774,408
(4,988)

4,333
(0)

778,741
(4,988)

235,844
(0)

542,897
(4,988)

30.3
0.0

11 災害復旧費 6,145 0 6,145 336 5,809 5.5

12 公 債 費 691,137 0 691,137 345,537 345,600 50.0

13 諸支出金 23,755 0 23,755 337 23,418 1.4

14 予 備 費 13,121 △4,773 8,348 0 8,348 0.0

計
6,260,749
(345,346)

0
0
6,260,749
(345,346)

2,333,760
(30,908)

3,926,989
(314,438)

37.3
8.9

【注】下段の（ ）書きは、前年度からの事業繰越分を外書きしたものです。

【注】下段の（ ）書きは、前年度からの事業繰越分を外書きしたものです。
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負債計上

【(翌年度償還予定)地方債･
(長期)未払金・引当金】

5,972,236千円
千円

575,076千円
千円

※４ 普通会計の将来負担に関する情報

項目 金額

普通会計の将来負担額 9,137,816千円
[内訳］普通会計地方債残高 5,972,236千円
債務負担行為支出予定額 千円
公営事業地方債負担見込額 1,568,903千円
一部事務組合等地方債負担見込額 1,021,601千円
退職手当負担見込額 575,076千円
第三セクター等債務負担見込額 千円
連結実質赤字額 千円
一部事務組合等実質赤字負担額 千円

基金等将来負担軽減資産 8,963,571千円
[内訳］地方債償還額等充当基金残高 2,764,289千円
地方債償還額等充当歳入見込額 8,275千円
地方債償還額等充当交付税見込額 6,191,007千円

(差引)普通会計が将来負担すべき実質的な負債 174,245千円
※５ 有形固定資産のうち、土地は8,153,223千円です。

また、有形固定資産の減価償却累計額は13,840,469

千円です。

※１ 他団体及び民間への支出金により形成された資産

①生活インフラ・国土保全 646,717千円
②教育 144,794千円
③福祉 23,531千円
④環境衛生 92,558千円
⑤産業振興 106,460千円
⑥消防 5,582千円
⑦総務 115,009千円

計 1,134,651千円
上の支出金に充当された財源
①国県補助金等 288,822千円
②地方債 112,056千円
③一般財源等 733,773千円

計 1,134,651千円
※２ 債務負担行為に関する情報

①物件の購入等 千円
②債務保証又は損失補償 千円
（うち共同発行地方債に係るもの 千円
③その他 千円

※３ 地方債残高（翌年度償還予定額を含む）のうち

4,699,179千円については、償還時に地方交付税の算

定の基礎に含まれることが見込まれているものです。

注記

【契約債務・
偶発債務】

千円
1,568,903千円
1,021,601千円

千円
千円
千円

基山町のバランスシート基山町のバランスシート

バランスシート（貸借対照表）とは、企業・団体等の財政状況を明らかにするため、資産・負債・純資産を記載した報告書のこ

とです。年度末に本町が保有する資産・負債などの状況を総括的に表示しています。 （平成26年3月31日現在、単位：千円）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
用
語
解
説

▽
有
形
固
定
資
産

建
物
︑道
路
︑公
園
と
い
っ
た

不
動
産
及
び
車
両
︑高
額
備
品

等
の
動
産
を
い
い
︑そ
の
保
有
が

長
期
に
及
ぶ
も
の
を
い
い
ま
す
︒

▽
投
資
等

年
度
末
の
投
資
及
び
出
資
金
︑

貸
付
金
︑基
金
の
現
在
高
を
い
い

ま
す
︒

▽
流
動
資
産

財
政
調
整
基
金
︑減
債
基
金

の
よ
う
な
流
動
性
の
高
い
現
金

及
び
滞
納
金
の
よ
う
な
回
収
で

き
る
現
金
を
い
い
ま
す
︒

▽
固
定
負
債

翌
々
年
度
以
降
に
支
払
が
到

来
す
る
も
の
で
地
方
債
の
償
還

金
及
び
職
員
全
員
が
退
職
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
の
退
職
金
の

金
額
を
い
い
ま
す
︒

▽
流
動
負
債

地
方
債
の
う
ち
翌
年
度
に
お

い
て
返
済
す
べ
き
金
額
等
を
い

い
ま
す
︒

▽
純
資
産

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
借
方
に

計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
の
う
ち
︑

す
で
に
住
民
か
ら
納
め
ら
れ
た

税
金
︑国
や
県
か
ら
の
支
出
金

を
財
源
と
し
て
取
得
し
て
い
る

金
額
を
い
い
ま
す
︒

借 方
[資産の部]
１ 公共資産
⑴有形固定資産
①生活インフラ・国土保全 13,473,822
②教育 7,380,980
③福祉 367,119
④環境衛生 114,981
⑤産業振興 707,768
⑥消防 183,915
⑦総務 1,841,341
有形固定資産合計 24,069,926

⑵売却可能資産 453,252
公共資産合計 24,523,178
２ 投資等
⑴投資及び出資金
①投資及び出資金 351,467
②投資損失引当金
投資及び出資金計 351,467

⑵貸付金
⑶基金等
①退職手当目的基金
②その他特定目的基金 1,657,818
③土地開発基金 352,367
④その他定額運用基金 27,717
⑤退職手当組合積立金 321,237
基金等計 2,359,139

⑷長期延滞債権 49,070
⑸回収不能見込額 △ 10,226
⑹歳計外現金
投資等合計 2,749,450
３ 流動資産
⑴現金預金
①財政調整基金 480,649
②減債基金 258,439
③歳計現金 185,204
④歳計外現金
現金預金計 924,292

⑵未収金
①地方税 20,183
②その他 2,725
③回収不能見込額 △ 4,657
未収金計 18,251

流動資産合計 942,543

資 産 合 計 28,215,171

貸 方
[負債の部]
１ 固定負債
⑴地方債 5,369,234
⑵長期未払金
①物件の購入等
②債務保証又は損失補償
③その他 2,267
長期未払金計 2,267

⑶退職手当引当金 692,507
⑷損失補償等引当金
⑸歳計外現金
固定負債合計 6,064,008

２ 流動負債
⑴翌年度償還予定地方債 603,002
⑵短期借入金（翌年度繰上充用金）
⑶未払金 968
⑷翌年度支払予定退職手当
⑸賞与引当金 61,195
⑹歳計外現金
流動負債合計 665,165

負 債 合 計 6,729,173

[純資産の部]
１ 公共資産等整備国県補助金等 5,688,915

２ 公共資産等整備一般財源等 15,689,474

３ その他一般財源等 187,873

４ 資産評価差額 △ 80,264

純 資 産 合 計 21,485,998

負 債 ・ 純 資 産 合 計 28,215,171

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表
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行政コスト計算書行政コスト計算書

行政コスト計算書とは、地方公共団体の１年間の行政活動のうち、福祉給付やごみ収集といった資産形成に結びつかない

行政サービスに係る経費と、その行政サービスの対価として得られた収入金等の財源を対比した計算書です。

（平成25年４月１日〜平成26年３月31日、単位：千円）

総 額 (構成比率)
生活インフラ・
国土保全

教 育 福 祉 環境衛生 産業振興 消 防 総 務 議 会 支払利息
回収不能
見込計上額 その他

１

⑴人件費 943,459 20.4% 59,502 150,908 198,442 45,643 43,235 11,550 350,411 83,768

⑵退職手当
引当金繰入等

△43,716 -0.9% △1,910 △7,572 △10,142 △2,313 △2,169 △525 △17,293 △1,792

⑶賞与引当金
繰入額

61,195 1.3% 2,554 10,130 13,565 3,092 2,901 704 23,134 5,115

小 計 960,938 20.8% 60,146 153,466 201,865 46,422 43,967 11,729 356,252 87,091

２

⑴物件費 737,926 16.0% 31,227 209,335 118,436 197,758 15,994 7,795 154,094 3,287

⑵維持補修費 57,477 1.2% 31,315 9,049 799 556 2,029 13,729

⑶減価償却費 613,512 13.3% 282,535 187,698 13,839 11,480 43,574 9,586 64,800

小 計 1,408,915 30.5% 345,077 406,082 133,074 209,794 61,597 17,381 232,623 3,287

３

⑴社会保障給付 759,900 16.4% 25,931 694,315 39,654

⑵補助金等 750,066 16.2% 2,314 16,813 56,458 366,998 40,570 211,672 53,820 1,421

⑶他会計等
への支出額

621,593 13.5% 124,388 482,378 12,381 2,446

⑷他団体への
公共資産
整備補助金等

16,076 0.3% 1,014 1,089 320 5,308 2,565 5,780

小 計 2,147,635 46.5% 127,716 43,833 1,233,471 424,341 43,135 214,118 59,600 1,421

４

⑴支払利息 100,542 2.2% 100,542

⑵回収不能
見込計上額

1,425 0.0% 1,425

⑶その他
行政コスト

0.0%

小 計 101,967 2.2% 100,542 1,425

経 常 行 政
コ ス ト ａ

4,619,455 532,939 603,381 1,568,410 680,557 148,699 243,228 648,475 91,799 100,542 1,425

（構 成 比 率） 11.5% 13.1% 34.0% 14.7% 3.2% 5.3% 14.0% 2.0% 2.2% 0.0% 0.0%

【経常収益】 一般財源
振替額

１ 使 用 料 ・
手 数 料 ｂ

162,958 29,426 766 47,064 40,834 10 8,216 36,642

２ 分 担 金 ・
負担金・寄附金 ｃ

52,463 299 40,629 2,983 4,660 3,402 490

経 常 収 益 合 計
(ｂ ＋ ｃ) ｄ

215,421 29,426 1,065 87,693 43,817 10 4,660 11,618 37,132

ｄ／ａ 4.7% 5.5% 0.2% 5.6% 6.4% 0.0% 1.9% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

(差引)純経常行政
コスト ａ−ｄ

4,404,034 503,513 602,316 1,480,717 636,740 148,689 238,568 636,857 91,799 100,542 1,425 △37,132

【経常行政コスト】

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表
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基
山
町
企
業
用
地
等
情
報
提
供
制
度
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
︑
企
業
用
地
等
の
所

有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
︑
当
該
用

地
を
町
が
登
録
・
公
表
す
る
こ
と
で
︑

企
業
用
地
等
を
必
要
と
し
て
い
る
企

業
等
に
情
報
提
供
し
︑
企
業
立
地
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒

▽
申
請
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方

①
企
業
用
地
等
の
所
有
者
で
あ
っ
て
︑

宅
地
建
物
取
引
業
者
と
宅
地
建
物

取
引
業
法
に
基
づ
く
媒
介
契
約
を

締
結
し
て
い
な
い
方

②
宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ
っ
て
︑

企
業
用
地
等
の
所
有
者
と
宅
地
建

物
取
引
業
法
に
基
づ
く
専
任
媒
介

契
約
︵
専
属
専
任
媒
介
契
約
を
含

む
︶
を
締
結
し
て
い
る
方

▽
登
録
で
き
る
物
件
︵
抜
粋
︶

①
町
内
に
所
在
す
る
未
利
用
の
土
地
︑

工
場
︑
倉
庫
︑
店
舗
及
び
事
務
所

で
あ
る
こ
と
︒

②
都
市
計
画
法
第
８
条
第
１
項
に
規

定
す
る
近
隣
商
業
地
域
︑
商
業
地

域
︑
工
業
地
域
又
は
準
工
業
地
域

内
に
所
在
す
る
こ
と
︒

そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
事
前
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
︒

※
町
は
︑
企
業
用
地
等
に
係
る
情
報

を
提
供
す
る
の
み
で
︑
交
渉
に
つ

い
て
は
一
切
関
与
せ
ず
︑
す
べ
て

登
録
者
と
交
渉
者
の
責
任
に
お
い

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

企
画
政
策
課

総
合
政
策
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

(詳
細
に
つ
い
て
は
︑
基
山
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
頂
け
ま
す
︒︶

ご
み
・
し
尿
収
集
の
年
末
年
始
の
休
み
に
つ
い
て

次
の
期
間
に
つ
い
て
︑
ご
み
等
の
収
集
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

12
月
31
日
︵
水
︶
～
１
月
４
日
︵
日
︶

町内一斉美化活動「クリーンアップＫＩＹＡＭ

Ａ」が、11月16日（日）に実施されました。（一部、

11月２日に実施。）

区ごとで公園や道路沿いに散乱しているごみ

及び落葉の清掃や草取りが行われ、町全体が綺麗

になりました。

また、町内団体及び企業からの参加もありまし

た。参加者は県道基山公園線の役場前約850メー

トルの範囲の除草作業等に取り組まれました。

気持ちの良い景観にすることができ、ご協力あり

がとうございました。

【基山町の協力団体及び企業】

・基山町安全な町づくり推進協議会ＯＢ会

・株式会社壱番屋

・コカコーラウエストプロダクツ株式会社

・株式会社ワイ・ディ・ケー九州

・東洋水産株式会社

・日本タングステン株式会社

▷回収されたごみの量

燃えるごみ 842袋

缶類 39袋

ビン類 18袋

不燃物類 29袋

ペットボトル 17袋

剪定枝 41束

回収量合計 約4870㎏

きれいになった基山町を維持するために、これ

からも環境に配慮した生活を心掛けて、きれいな

町並みと自然環境の保全にご協力お願いします。

※問合せ先 農林環境課 生活環境係

電話９２―７９４１

クリーンアップＫＩＹＡＭＡで町がきれいになりました！
ご協力ありがとうございました
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｢
基
肄
城
跡
は
、
土ど

塁る
い

に
囲
ま
れ

て
い
る
。
﹂

基
肄
城
跡
が
説
明
さ
れ
る
と
き
に
、

よ
く
聞
く
表
現
の
一
つ
で
す
。
そ
れ

で
は
土
塁
と
は
、
一
体
何
で
し
ょ
う

か
？｢

土
塁
﹂
と
は
、
土
で
積
み
上
げ
た

防
塁
︵
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
と

り
で
︶
の
こ
と
で
す
。
土
を
層
状
に

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

固
く
強
く
な
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
﹁
版は

ん

築ち
く

工こ
う

法ほ
う

﹂
と
呼
ば
れ
、
杵
︵
築
︶
で

突
き
固
め
て
つ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
︵
イ
ラ
ス
ト
１
︶
。
版
築

工
法
は
、
全
国
的
に
古
代
山
城
の
城

壁

や

建

物

の

基

礎

な

ど

に

も

用

い

ら

れ

て

い

ま

す
。

町
内
で
は
、
基

肄

城

跡

の

土

塁
の
ほ
か
に
、

南

か

ら

来

る

敵

を

食

い

止

め

る

た

め

に

つ

く

ら

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

関せ
き

屋や

土ど

塁る
い

︵
Ｊ
Ｒ
基
山
駅

近
く
に
あ
る
︶

も
版
築
工
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
土
塁
で
は
な
く
石
を
積
み

上
げ
た
﹁
石
塁
﹂
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
基
肄
城
跡
で
確

認
で
き
ま
す
。

基
肄
城
跡
で
は
、
推
定
を
含
め
、

北
帝
門
跡
、
東

北
門
跡
、
東
南

門
跡
、
南
門
跡

︵
水

門

跡
︶
の

４

つ

の

門

が

想

定

さ

れ

て

い

ま

す
。
こ

の
う
ち
、
北
帝

門
跡
、
東
南
門

跡
、
南

門

跡

︵
水

門

跡
︶
で

は
、
現
在
で
も

積

み

上

げ

ら

れ

た

石

を

確

認

す

る

こ

と

が
で
き
、
石
塁
に
よ
っ
て
門
が
つ
く

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す

︵
写
真
１
︶
。
石
塁
で
地
形
的
に
攻
め

や
す
い
谷
部
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

敵
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
、
城

と
し
て
の
防
御
力
を
高
め
る
目
的
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
塁
を
確
認
で
き
な
い
東
北
門
跡

で
は
、
門
の
礎
石
で
あ
る
﹁
門も

ん

礎そ

﹂

が
残
っ
て
い
ま
す
︵
写
真
２
︶
。
こ

の
よ
う
な
﹁
門
礎
﹂
は
、
基
肄
城
跡

の
な
か
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一

東
北
門
跡
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
大
野
城
跡
で
は
、
川
の
中
か

ら
門
礎
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
例
も

あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
門
に
設
置

さ
れ
た
門
礎
が
何
か
し
ら
の
原
因
で
、

他
の
場
所
に
動
い
て
い
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
基
肄
城
跡
で
も
今
後
、

ど
こ
か
で
新
た
に
発
見
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

門
礎
は
、
大
き
な
石
に
、
丸
や
四

角
な
ど
の
人
工
的
な
穴
が
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
今
度
、
基
肄
城
跡
を

散
策
す
る
と
き
に
、
探
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑤

基
肄
城
の
城
壁
と
門

︱
土
塁
︑
石
塁
︑
門
礎
︱

写真１ 北帝門跡

写真中央部に積み上げられている石が見えます。

写真２ 東北門跡の門礎

丸い穴は、門の扉の軸を受けるものです。

※現在、保存管理のため、見ることはできません。

イラスト１ 版築工法のイメージ
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１．案の件名 ｢鳥栖基山都市計画用途地域の変更」案

２．案の概要

今回の変更は、平成17年以降の社会情勢の変化、第４次総合計画、これからの社会資

本整備のあり方及び土地利用形態の変化の動きを受け、用途の見直しに至りました。近

年の二世帯住宅建築要望の高まりを受け、また、近隣市町の同種地域の状況及び土地利

用形態の変化に対応するため、今回第一種低層住居専用地域における建ぺい率、容積率

及び壁面後退を一部緩和し、町内同種地域の建築規制を統一することとしました。

３．案の公告日

12月15日（月）

４．案の縦覧期間

12月15日（月）から平成27年１月19日（月）までの開庁日（土、日、祝日、年末年始を

除く） 午前８時30分〜午後５時15分

５．案の縦覧場所

基山町役場情報公開コーナー（庁舎１Ｆ）簿冊、及び基山町ホームページ（概要）

６．意見提出の方法

ご意見などがございましたら、下記のとおりでご意見等をお寄せください。

◇意見を提出できる方

町内に住所を有する個人、町内の事業所に勤務する個人、町内の学校に在学する個人、

町内で活動する事業者及び団体。

◇記載事項

氏名、住所、連絡先及びご意見（任意の様式又は町が用意する意見等提出書様式）

※様式は町ホームページからダウンロードしていただくか、情報公開コーナーに備え付

けています。

◇意見募集期間

平成27年１月６日（火）から平成27年１月19日（月）まで

｢鳥栖基山都市計画用途地域の変更」案の公告縦覧
及びパブリックコメントの実施について



15 きやま

(H26.12.15)

◇提出方法

次のいずれかの方法で提出してください。

※意見等の電話での受け付けは承っておりません。

(1)郵送

(2)ファックス

(3)Ｅメール

(4)まちづくり推進課へ直接持参

◇注意事項

・いただいたご意見についての個別回答及び返却はいたしません。

・提出いただいたご意見の概要とそれに対する町の考え方を、ホームページ等により一定

期間公表します。

・ご意見を公表させていただく場合には、個人情報に十分配慮いたします。

・本事業（鳥栖基山都市計画用途地域の変更）と直接関連のないご意見への回答はいたし

ません。

７．｢鳥栖基山都市計画用途地域の変更」案の内容

１．変更の地区

【Ａ地区】

三井住宅団地を中心とするニュータウン地区

【Ｂ地区】

基山中学校西側の文教通り地区

【Ｃ地区】

町南部に位置するサングリーン及び高島住宅団地を中心とする高島地区

２．変更の内容

鳥栖基山都市計画における第一種低層住居専用地域の建ぺい率、容積率及び壁面後退

の建築規制を一部緩和し、町内同種地域の建築規制を統一する。

変更後

壁面後退

1.0ｍ

1.0ｍ

1.0ｍ

1.0ｍ

容積率

80%

80%

80%

80%

建ぺい率

50%

50%

50%

50%

変更前

壁面後退

1.5ｍ

1.5ｍ

1.0ｍ

町内の同種地区
けやき台地区

容積率

60%

60%

60%

建ぺい率

40%

40%

40%

ニュータウン地区

文教通り地区

高島地区

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区

変更箇所
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※意見の提出先及びお問合せ先

まちづくり推進課 都市整備係

電 話９２―７９６３・Ｆａｘ９２―０７４１

E mail：seibi-7@town.kiyama.lg.jp

建　築　物

敷
地
境
界
線
か
ら
外
壁
ま
で
の
距
離

柱の面からの距離

敷地境界線

道　路

柱

３．変更理由

近年の二世帯住宅建築要望の高まりを受け、また、近隣市町の同種地域の状況及び土

地利用形態の変化に対応するため。

４．語句説明（図示）

壁面後退の壁面とは、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線（道路境

界線も含む）までの距離のことである。
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１．「基山総合公園整備計画」に関するご意見をお聞かせください

平成27年度より、基山総合公園内で未整備となっている多目的グラウンド南側箇所（現

在は、仮設駐車場として利用しています。）の整備を計画しています。この整備をもって、

平成２年から取り組んでおります基山総合公園整備事業（約12.6ha）は全て完了します。

２．計画の公表期間

12月15日（月）から平成27年１月19日（月）までの開庁日 (土、日、祝日、年末年始を

除く) 午前８時30分〜午後５時15分

３．計画の公表場所

基山町役場情報公開コーナー（庁舎１Ｆ）及び基山町ホームページ

４．意見提出の方法

下記のとおりでご意見等をお寄せください。

◇意見を提出できる方

町内に住所を有する個人、町内の事業所に勤務する個人、町内の学校に在学する個人、

町内で活動する事業者及び団体。

◇記載事項

氏名、住所、連絡先及びご意見（任意の様式又は町が用意する意見等提出書様式）

※様式は町ホームページからダウンロードしていただくか、情報公開コーナーに備え付

けています。

◇意見募集期間

平成27年１月６日（火）から平成27年１月19日（月）まで

◇提出方法

次のいずれかの方法で提出してください。

※意見等の電話での受け付けは承っておりません。

(1)郵送

(2)ファックス

(3)Ｅメール

(4)まちづくり推進課へ直接持参

｢基山総合公園整備計画」に関する
パブリックコメントを実施します
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◇注意事項

・いただいたご意見についての個別回答及び返却はいたしません。

・提出いただいたご意見の概要とそれに対する町の考え方を、ホームページ等により一

定期間公表します。

・ご意見を公表させていただく場合には、個人情報に十分配慮いたします。

・本計画（基山総合公園整備計画）と直接関連のないご意見への回答はいたしません。

５．｢基山総合公園整備計画」の内容

町では、下記のとおり計画案を作成しています。これに対し、ご意見（理由や目的等

も含めて）等をお寄せください。

Ａ案 全面駐車場用地

現在整備済みの362台駐車可能な駐車場（平成26年度に整備完成予定の駐車場を含み

ます。）に加え、更に約50台駐車可能な駐車場とする全面駐車場案

Ｂ案 全面緑地用地

佐賀県及び基山町が進めている公園の緑化を踏まえ、芝生広場や四阿等を配置した全

面緑地案

Ｃ案 駐車場及び緑地用地

Ａ案及びＢ案を半々に配置した駐車場及び緑地案

Ｄ案 遊具広場用地

現在、北側に配置している遊具広場は、幅広い世代の子どもたちが集う人気のスポッ

トとなっている。子どもの遊具をはじめ、シニア層の健康増進スポーツ器具等を配置す

る案

Ｅ案 その他

自由にご意見ください。

６．意見の取扱いについて

この意見募集は多数決を目的とするものではありません。計画の実施に際し参考とさ

せていただきます。
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現在の基山総合公園駐車場 駐車可能台数 合計：362台

公園付近 (水辺の広場：136台（大型可）、西側調整池北：25台、Ｃ棟：81台 計242台）

体育館付近 (エントランス南：47台、体育館武道場付近：73台（大型可) 計120台）

※意見の提出先及びお問合せ先

まちづくり推進課 都市整備係

電 話９２−７９６３・Ｆａｘ９２−０７４１

E mail：seibi-7@town.kiyama.lg.jp

多目的グラウンド多目的グラウンド

総合体育館総合体育館
武道場武道場

遊具広場遊具広場

駐　81台駐　81台

駐　73台（大型可）駐　73台（大型可）

駐　136台
（大型可）
駐　136台
（大型可）

水辺の広場水辺の広場

駐　47台駐　47台

駐　25台駐　25台○○
○○

○○

○○

○○

今回の計画地

︿
有
料
広
告
﹀

TEL(0942)92-2602 FAX(0942)92-2099

つきたて胚芽精米(７分づき)いかがですか！
おいしさと栄養のバランスをとっています

【営業時間】9:00～18:00 【休日】日曜日・祭日

お米の専門店

こ　　　め　　や

久保山鴻米屋
(本店・精米工場)    〒841-0201　基山町小倉411-1
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取組実績

・行政評価については、事務事業評
価を行い全事業753事業のうち、
87事業について評価を実施した。
その結果、改善を指示された事業
が30事業あった。

・事務事業評価を実施し、結果につい
てパブリックコメントを実施した。

・ホームページ保守業者と協議し、
実施に向けて調整を行った。

・申請者が直接入力できる様式
フォーマットについては、高額な
改修費用が予想されるため、
Microsoft Word・Excelを利用し
た申請書の様式を掲載している。

・転入時の説明や広報誌、ＨＰにて
時間外交付の実施について掲載し、
広報活動を行った。

・窓口対応に時間がかからないよう、
申請書の保管場所を明確に表示す
る等を一部実施した。

・取組実施に向けた検討。

・民間SNSツールの導入を検討した。
・WEB町長室、各課問合せ、町民提
案制度を照会している。

・改修費が発生しないように検討し、平
成26年度中に、一部のページで試験的
にアンケート項目を実施する予定。

・取組実施に向けた検討。

取組内容（計画）

・新規事業を決定する際に、新規事業評価表を
作成し、必要性・緊急性などを精査し、決定の
過程を公表する。

・職員が事業シートを記入することで、事業の
目的を再確認する。

・計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善
（Act）のプロセスを順に実施する。この
PDCAサイクルを繰り返すことによって、継
続的な業務改善を行う。

・評価結果の公表を行う。

・内部評価が定着した後に外部評価を導入する。

・申請書の様式については、トップページに分
かりやすい一覧表を掲載し、五十音、用語検索
等ができるようにする。

・条例等にある申請書様式については掲載を拡
充する。

・各種申請書の書き方を分かりやすくするため
の記載例を掲載する。

・申請者が直接入力できる様式フォーマットを
導入する。

・時間外交付の時間帯の延長及び証明書の種類
を拡大する。

・ホームページの申請書一覧等を整備すること
により、書類の所在について分かりやすくする。

・申請者のためのチェックシートを作成する。
・窓口対応のチェックや評価ができる体制を構
築する。

・町費を支出している一部事務組合等の情報を
広報、ホームページにて公開を行う。

・Twitter、フェイスブック等に代表される新た
な情報コミュニケーションツールを導入する。

・ホームページに「分かりやすい・分かりにくい、
役に立った・役に立たなかった」などのアン
ケート項目を作成する。

・運営状況等、町民サービスの向上及びコスト
節減等の検証を行い、その結果を公表する。

取組項目

ア 行政評価シス
テムの構築

イ 外部評価の実
施

ア ホームページ
の活用

イ 各種窓口サー
ビスの向上

ア 行政情報の公
開

イ 情報提供の充
実

ア 指定管理事業
の運営状況の情
報公開

具体的な
推進方策

⑴ 行政評価の
確立

⑵ 申請等の利
便性の向上

⑶ 行政情報提
供の推進

⑷ 指定管理者
等委託事業の
運営状況等の
情報公開

行
政
改
革

推
進
項
目

３

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
透
明
性
の
向
上

第５次基山町行政改革大綱は、平成28年度を目
標年度とし、「人口増対策」、「持続可能な財政運営
の実現」、「行政サービスと透明性の向上」、「町民が
主体のまちづくり」、「効率的・効果的行政組織の確
立」、「民間機能の活用」の６項目を行政改革推進項
目の柱として、また、行政改革を迅速かつ着実に推
進していくための具体的な推進方策（25項目）を含
め、平成24年６月に基山町行政改革推進本部にお
いて決定されました。
行政改革大綱は、基山町行政改革懇談会の中で
審議され、ご提案いただいた内容に基づきまとめ
られています。
実施期間２年目となる平成25年度の第５次基山

町行政改革大綱の進捗状況は次のとおりとなって

います。
今回は12月１日号に引き続き、６項目の行政改

革推進項目中、「行政サービスと透明性の向上」、「町
民が主体のまちづくり」、「効率的・効果的行政組織
の確立」、「民間機能の活用」の４項目についてご報
告します。
今後も「行政改革推進本部」を中心に組織的な進

行管理を行い、第５次基山町行政改革大綱を推進
していきます。
つきましては、町民のみなさまのご理解をお願
いいたします。
また、詳細は基山町ホームページでもご覧いた

だくことができます。

第５次基山町行政改革大綱の進捗状況

平成25年度 基山町行政改革実施計画 進捗状況一覧
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取組実績

・各区にまちづくり計画書の作成を
依頼。

・第５次基山町総合計画策定におけ
る地域別アンケートを実施した。

・広報、ホームページ、出前講座を
活用した制度周知を実施。

・地域担当職員支援要請により、ま
ちづくり基金事業申請、地区公民
館の立て替え等の相談に応じた。

・第５次基山町総合計画策定における
地域別アンケートの集約を行った。

・平成24年度で作成した「協働のま
ちづくりのすすめ」のパンフレッ
トを配布した。

・基山町ホームページにて定期的に
男女共同参画についての周知を
行った。

・基山町男女共同参画推進員会議に
て積極的な審議会等への女性登用
の呼びかけを行った。

・現状課題の整理。

・現状課題の整理。

・グランドクロス観光部会において、
アジア太平洋フェスティバルで
ブースを設け、リーフレット配布
や子ども向けに缶バッジ抽選を行
うなど観光PRを図った。

・鳥栖市及び小郡市との担当者レベ
ルで協議、検討を行った。

・共同運営についても、時期的なもの
や運営形態の方向性についての問
題を整理する必要があると感じた。

・組織機構改革実施に向けて、組織
機構の現状及び課題についてヒヤ
リング調査を行った。

・組織機構改革実施に向けて、組織
機構の現状及び課題についてヒヤ
リング調査を行った。

・現状課題の整理。

・取組事業実施への検討を行った。

・取組事業実施への検討を行った。

・高齢者の買い物弱者対策について、町
内活動団体と意見交換会を実施した。
・民間企業等の助成事業の啓発を
行った。

・町民提案を受けた事業に関して、提
案団体が主体となり事業を実施した。

・専門的知識等を持つ方を、登録して
ボランティアによるアドバイザー
として雇用できる制度を検討した。

・事業内容の説明と紹介を広報や
ホームページへ掲載した。

・活動団体の実績報告をホームペー
ジに掲載した。

・取組実施に向け検討中。

・町道の一部の維持管理（草刈等）
を地域の団体に委託した。

・データ入力など単純作業について
は、臨時職員などで行っている。

・観光協会業務については、基山町
商工会へ移管した。

取組内容（計画）

・町民の主体的な活動を盛り込んだ提案書の作
成を促進する。

・広報、ホームページ、出前講座を活用した制度
の周知を行う。

・地域担当職員による支援を行う。

・協働推進に係るパンフレットを作成する。

・男女共同参画がどの様なものか、住民の方に
知ってもらうために、広報やホームページに
おいて定期的に周知を行う。

・｢基山町男女共同参画推進プラン」により定め
ている審議会等委員女性参画率の達成を目指
す。

・各審議会等に参加しやすいような日時、会場
等を設定する。

・登録制とし、必要な場合に参加依頼をする。
・事前に本人の希望や得意分野、そして参加可
能な時間帯等を登録しておく。

・鳥栖プレミアムアウトレット、九州新幹線、サ
ガン鳥栖など近隣市の観光資源と結びつける
ことで、観光客に魅力的なパッケージにする。

・単独運営や近隣市と連携した共同運営も視野
に入れた計画を策定する。

・迅速な意思決定や総合的な事業展開を図るた
めには、各課係の業務量等の平準化を図り、課
長と係長が十分に掌握できる範囲の業務量を
設定する必要がある。

・その時々の業務量に合わせた課係の再編を行う。

・必要人員を確保するため、「基山町職員定員管
理計画」の見直しを行う。

・将来、年齢バランスのとれた職員構成になる
よう採用試験制度を含めた研究を行う。

・今後の行政運営を考える時に、民間のノウハ
ウや感覚を取り入れることも重要となってく
る。受け入れ可能な民間会社等があれば職員
を派遣する。

・基山町の将来を見据え、積極的な派遣も必要
である。

・国や県の機関に研修目的で１年から２年間派
遣し、各分野でのノウハウとネットワークを
習得する機会を持たせる。

・CSO（NPO、PTAなど）組織について、活動の
支援と育成を行う。

・社会福祉協議会と協力し、ボランティア団体
との連携を図る。

・ボランティア団体等の提案の促進を図る。
・行政にない知識や技術を有するボランティア
団体等と連携を図り、積極的に協働事業を進
める。

・まちづくり基金の活用を推進するため、まち
づくり基金を活用した事業結果の発表会を開
催する。

・まちづくり基金を活用した事業を広報やホー
ムページに掲載する。

・指定管理者制度等を導入している施設について
は、サービスと安全面での検証を実施し、その他
施設についても、指定管理者制度等の導入を図る。

・町事業を点検の上、アウトソーシングできる
業務がないかについて研究・推進を行う。

取組項目

ア 町民提案制度
による町民意見
等の反映促進

ア 男女共同参画
の啓発

イ 各審議会等で
の数値目標の達
成

ウ 女性が参加し
やすい環境整備

エ 登録制の導入

ア 観光事業の他
市町との連携

イ 葬祭公園の他
市との共同化

ア 組織の再編

ア 定員管理計画
の見直し

イ 職員年齢構成
の適正化

ア 民間会社等で
の研修

イ 職員研修目的
での派遣

ア 地域組織等の
支援

イ 地域組織等の
知識活用

ウ まちづくり基
金の活用

ア 公共施設にお
ける指定管理

ア アウトソーシ
ングの推進

具体的な
推進方策

⑴ まちづくり
基本条例によ
る提案制度、
町民意見等の
反映促進

⑵ 女性の審議
会等への登用

⑴ 広域行政推
進のための共
同事業化等の
検討

⑵ 組織機構の
適正化

⑶ 定数管理の
適正化

⑷ 人材育成強
化

⑴ 地域組織や
企業、NPO等
による協働活
動の促進

⑵ 指定管理者
制度等の有効
活用

⑶ 民間委託化
の検討

行
政
改
革

推
進
項
目

４

町
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

５

効
率
的
・
効
果
的
行
政
組
織
の
確
立

６

民
間
機
能
の
活
用
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健康保険では、１か月にかかった医療費の

自己負担額が高額になった場合、ある一定の

金額（自己負担限度額）を超えた分が払い戻

される高額療養費制度というのがありますが、

平成27年１月から、この高額療養費制度の自

己負担限度額が変わります。

現在、70歳未満の方の自己負担限度額は所

得に応じて３つの所得区分に分かれています。

これが、平成27年１月診療分から５つの所得

区分に分かれ、『限度額適用認定証』の適用区

分とその表示方法も変わります。

これに伴い、現在平成26年12月31日まで有

効の限度額適用認定証をお持ちの国民健康保

険加入者の方へは、平成26年12月末頃にご自

宅へ新しい認定証を郵送させていただく予定

です。

ご不明な点は、健康福祉課までお問い合せ

ください。

※問合せ先 健康福祉課 保険年金係

電話９２―７９３４

高額療養費制度の自己負担限度額等の見直し（新旧比較表）
＜平成26年12月以前＞ ＜平成27年1月以降＞
区分 区分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件

旧ただし書所得（※1）
901万円超

旧ただし書所得（※1）
600万円～901万円以下

旧ただし書所得（※1）
210万円～600万円以下
旧ただし書所得（※1）
210万円以下
住民税非課税

限度額
252,600＋

（総医療費－842,000）×1％
＜多数回該当 ： 140,100＞

167,400＋
（総医療費－558,000）×1％
＜多数回該当 ： 93,000＞

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％
＜多数回該当 ： 44,400＞

57,600
＜多数回該当 ： 44,400＞

35,400
＜多数回該当 ： 24,600＞

上位所得
70
歳
未
満

70
〜
74
歳

※１　「旧ただし書き所得」（国保税の算定の基礎となる所得）＝総所得金額等から基礎控除額(33万円）を差し引いた額
※２　｢課税所得」（住民税所得割の算定の基礎となる所得）=総所得金額等から基礎控除（33万）及び各種所得控除等（扶養控除や生命保険料控除等）を差し引いた額
※３　申請により、収入の合計額が520万円未満（70歳以上の被保険者が1人の場合は383万円未満）の場合も含む。
※４　※３に加え、旧ただし書所得の合計額が210万円以下の場合も含む。
※５　特例措置対象被保険者（H26.4.１以前に70歳到達者のうち1割負担者）の窓口負担割合は1割（毎年所得の見直しがあります）。

一般

低所得

区分

現役並
所得

一般

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

区分

現役並
所得

一般

（変更なし）低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

所得要件

課税所得（※2）
145万円以上

課税所得（※2）
145万円未満（※3）
住民税非課税

窓口負担
割合

3割

2割
（※3）

住民税非課税

限度額
（入院と世帯合算）

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％
＜多数回該当 ： 44,400＞

44,400

24,600

15,000

個人単位
（外来）

44,400

12,000

8,000
（全員の所得が0円）

所得要件

課税所得
145万円以上

課税所得
145万円未満（※4）
住民税非課税

窓口負担
割合

3割

2割
（※5）

住民税非課税

限度額
（入院と世帯合算）

80,100＋
（総医療費－267,000）×1％
＜多数回該当 ： 44,400＞

44,400

24,600

15,000

個人単位
（外来）

44,400

12,000

8,000
（全員の所得が0円）

所得要件

旧ただし書所得（※1）
600万円超

旧ただし書所得（※1）
600万円以下

住民税非課税

限度額

150,000＋

（総医療費－500,000） ×1％

＜多数回該当 ： 83,400＞

80,100＋

（総医療費－267,000） ×1％
＜多数回該当 ： 44,400＞

35,400
＜多数回該当 ： 24,600＞

平成27年１月から70歳未満の高額療養費の
自己負担限度額が変わります

︿
有
料
広
告
﹀

12月21日 　　会場／鳥栖市民文化会館３階会議室１（日）
主催／一般社団法人市民講座運営委員会
協賛／プロタイムズ佐賀西店

お住まいの塗り替えをする前に、聞きたい！知りたい！予備知識！

「住まいの塗り替えセミナー」開催
日　時　12月21日（日）

９:45～11:30
●

●

会　場　鳥栖市民文化会館
３階会議室１

●参加費　無料  ※要予約
●問合せ　0120-443-588

塗り替えセミナー

広告

　「
家
の
見
た

目
も
気
に
な
る

し
そ
ろ
そ
ろ
塗

り
替
え…

」と

考
え
て
い
る
人

は
一
般
社
団
法

人
講
座
運
営

委
員
会
に
よ
る

「
住
ま
い
の
塗

り
替
え
セ
ミ
ナ

ー
」で
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
塗
料
の
ラ
ン
ク
、職
人
の
技
術

に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
塗

装
の
完
成
度
。専
門
的
な
知
識
を

持
た
な
い
素
人
に
と
っ
て
は
不
安

も
大
き
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
家

の
塗
装
・リ
フ
ォ
ー
ム
で
失
敗
し

な
い
た
め
に
、こ
の
機
会
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、同
委

員
会
の
代
表
理
事
を
務
め
る
皆

川
一
氏
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像

で
、優
良
業
者
の
選
び
方
な
ど
塗

装
の
知
識
を
分
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。営
利
目
的
の
売

り
込
み
は
一
切
な
い
の
で
安
心
し

て
学
べ
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
０
１
２
０―

４
４
３―

５
８
８

プ
ロ
タ
イ
ム
ズ
佐
賀
西
店
　
代
表

木
須
誠
二・杵
島
郡
白
石
町
大
字
遠

江
４
０
８―

５
　
鳥
栖
営
業
所
　

鳥
栖
市
江
島
町
３
１
９
９―

６
７
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平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

｢

臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
・
﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂
を
受
給
さ
れ
た
方
へ

基
山
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
に
つ
い
て

基
山
町
か
ら﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂︑

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

を
受
給
し
た
方
で
︑
平
成
26
年
度
住

民
税
の
更
正
等
に
よ
り
各
給
付
金
の

支
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方

は
︑
平
成
26
年
12
月
26
日
︵
金
︶
ま

で
に
各
給
付
金
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
︒

▽
連
絡
先

｢臨
時
福
祉
給
付
金
﹂

窓
口
⁝
健
康
福
祉
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

｢子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

窓
口
⁝
こ
ど
も
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
８

▽
支
給
要
件

｢臨
時
福
祉
給
付
金
﹂

⁝
平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税

︵
均
等
割
︶
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
︒
た
だ
し
︑
次
の
場
合
な
ど

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
︒

・
市
町
村
民
税
︵
均
等
割
︶
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
場
合

｢子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

⁝
次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す

方
①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
未
満

※
ど
ち
ら
の
給
付
金
も
︑
平
成
26
年

１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
が
基
山

町
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
︒

本
町
で
は
︑
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
の
施
行
に
伴
い
︑
基
山
町
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
︒

今
回
︑
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
︒

▽
募
集
期
間

平
成
27
年
１
月
５
日

︵
月
︶
～
30
日
︵
金
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

提
出
様
式
は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
︑
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
︒
郵
送
︑
Ｆ
Ａ

Ｘ
︑
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
持
参
で
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
注
意
事
項

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
︑

個
別
の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

教
育
学
習
課

電
話
９
２
︱
７
９
８
０

Ｅ
メ
ー
ル
k
y
o
ik
u
g
a
k
u
s
y
u
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
は
︑
従

業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
︑
12
月
31
日
現
在
で

実
施
し
ま
す
︒

工
業
統
計
調
査
は
︑
我
が
国
の
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
︑
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の

あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
︒

調
査
票
の
配
布
・
回
収
の
た
め
︑

佐
賀
県
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
︒

調
査
の
結
果
は
︑
各
種
行
政
施
策

の
立
案
・
計
画
及
び
国
民
所
得
統
計

等
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
︒

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
︑
統
計
作
成
の
目
的
以
外
︵
税

の
資
料
な
ど
︶
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
︒

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
︑
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

※
｢日
本
標
準
産
業
分
類
﹂
の
改
定

に
伴
い
︑
商
品
分
類
表
が
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
︒
変
更
後
の
分
類
番

号
で
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
︒

※
次
回
の
平
成
27
年
工
業
統
計
調
査

は
︑
経
済
セ
ン
サ
ス
-
活
動
調
査

の
実
施
の
た
め
中
止
と
な
り
︑
27

年
実
績
に
つ
い
て
は
︑
経
済
セ
ン

サ
ス
-
活
動
調
査
に
お
い
て
ご
回

答
い
た
だ
き
ま
す
︒

経
済
産
業
省
・
佐
賀
県
・
基
山
町

※
問
合
せ
先

企
画
政
策
課

総
合
政
策
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

▶
工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ウ
ち
ゃ
ん



きやま 24

(H26.12.15)

12
月
15
日
︵
月
︶
か
ら
12
月
24
日

︵
水
︶
ま
で
の
10
日
間
は
︑
冬
の
交
通

安
全
県
民
運
動
期
間
で
す
︒

冬
季
は
︑
一
年
の
う
ち
で
昼
間
よ

り
も
夜
間
の
時
間
が
長
く
な
る
時
期

で
あ
り
︑
日
暮
れ
の
早
ま
り
に
よ
る

交
通
状
況
の
視
認
性
の
悪
化
や
︑
買

い
物
・
帰
省
等
に
伴
う
車
と
人
の
交

通
量
の
増
加
な
ど
か
ら
︑
特
に
夜
間

に
お
け
る
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
忘
年
会
等
で
の
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
り
飲
酒
運
転
に
よ
る
重

大
事
故
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

本
運
動
を
通
じ
て
広
く
県
民
に
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
︑
冬
季
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

期
間
中
は
︑
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
︑
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
︒

☆
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
︑
子
ど
も
や
高
齢
者

に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

☆
冬
季
は
︑
夕
暮
れ
か
ら
日
没
ま
で

の
時
間
が
急
速
に
早
ま
り
︑
12
月

中
旬
は
一
年
の
内
で
夜
が
一
番
長

い
と
さ
れ
る
冬
至
を
迎
え
ま
す
︒

自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
︑
早

め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
︒

ま
た
︑ラ
イ
ト
は
ハ
イ
ビ
ー
ム︵
上

向
き
︶
が
原
則
で
す
︒
対
向
車
や

前
車
が
あ
る
場
合
に
は
︑
ロ
ー

ビ
ー
ム
︵
下
向
き
︶
に
切
換
え
ま

し
ょ
う
︒

☆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
︒

☆
佐
賀
県
は
︑
他
県
に
比
べ
て
追
突

事
故
の
発
生
件
数
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
︒
車
間
距
離
を
十
分

と
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
６
０

※
受
講
場
所
は
︑
い
ず
れ
も
久
留
米

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

電
話
予
約
後
︑
申
込
書
･
案
内
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
︑
ご
入
金
を

お
願
い
し
ま
す
︒

先
着
順
に
受
付
︑
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(〒
８
３
９
︱
０
８
０
９
久
留
米

市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
４
２
︱
４
３
︱
２
９
６
４

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１

学
期
︵
４
月
入
学
︶
の
学
生
を
募
集

中
で
す
︒

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
︒
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
︑
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
︒

▽
出
願
期
間

平
成
27
年
３
月
20
日

ま
で
︒

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
３
３
０
８

平
成
26
年
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

を
実
施
し
ま
す
～
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
～

︻
佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会
︼

コース名 期間・曜日・時間帯 内容 対象者 定員 受講料

もう一度基礎か
ら！パソコンテ
クニック

1/15〜3/23 月・木曜日
午後６時30分〜９時
(2.5H×20回=50H)

ワード・エクセル・
インターネットの基

本
初心者 19人

30,000
円

JW-CAD入門
1/10〜3/14 土曜日
午後１時〜５時
(4H×9回＝36H)

建築CAD(JW-CAD)
の基本操作習得

文字入力がで
きる方

19人
27,000
円

プレゼンテー
ション講座

1/21・1/28 水曜日
午前９時〜午後４時
(6H×2回＝12H)

自分の主張を分かり
やすく説明するテク
ニックを習得

若手社員
若年求職者

17人
14,000
円

久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

【
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
】

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

︻
放
送
大
学
︼

基
山
町
立
図
書
館

建
設
︻
着
工
︼
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

図
書
館
建
設
の
為
︑
中
央
公
園
内

既
存
樹
木
の
一
部
を
移
植
・
伐
採
す

る
に
際
し
︑
樹
木
再
利
用
等
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
ま
し
た
︒
是

非
︑
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▽
日
時

12
月
20
日
︵
土
︶

午
後
２
時
～
１
時
間
程
度

▽
場
所

基
山
町
中
央
公
園

▽
内
容

・
公
園
内
の
樹
木
に
つ
い
て

・
図
書
館
の
概
要
説
明
と
配
置
︵
位

置
︶
に
つ
い
て

▽
応
募
数

町
民
先
着
30
名
程
度

(12
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

▽
応
募
方
法

参
加
希
望
者
は
電
話

も
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
申
込
み
は
︑
16
日
︵
火
︶
か
ら
受

付
け
ま
す
︒

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９
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基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
︑

在
宅
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
寝
た
き
り
高
齢
者
等

を
在
宅
で
日
常
介
護
し
て
い
る
方
に

手
当
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
︒

受
給
対
象
者
は
︑
毎
年
２
月
１
日

現
在
本
町
内
に
住
所
を
有
し
︑
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
高
齢
者

等
を
１
年
以
上
在
宅
介
護
し
て
い
る

等
判
定
基
準
が
あ
り
ま
す
︒
調
査
は

地
区
担
当
民
生
委
員
に
依
頼
し
て
お

り
ま
す
︒
詳
し
く
は
１
月
６
日︵
火
)

ま
で
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
９
２
︱
３
３
１
１

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
︑
労
使

間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？佐

賀
県
労
働
委
員
会
で
は
︑﹁
あ
っ

せ
ん
﹂
制
度
に
よ
り
公
正
･
中
立
な

立
場
で
︑
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
︒
利
用
は
無
料
︑
手
続

き
は
簡
単
で
す
︒
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒︵
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
︶

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
労
働
委
員
会
事
務
局
︵
県

庁
新
行
政
棟
11
階
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
２
４
２

E
-
m
a
il：
ro
u
d
o
u
i@
p
re
f.s
a
g
a
.lg
.jp

佐
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

佐
賀
県
労
働
委
員
会

で

検
索

12
月
７
日
︵
日
︶
か
ら
19
日
︵
金
︶

ま
で
15
区
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
陶
芸
︑

写
真
︑
絵
画
な
ど
の
展
示
会
を
実
施

中
で
す
︒

ま
た
︑
12
月
20
日
︵
土
︶
か
ら
平

成
27
年
１
月
９
日
︵
金
︶
ま
で
基
山

小
学
校
１
年
生
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

図
画
展
を
開
催
の
予
定
で
す
︒

お
父
さ
ん
︑
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︑
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
︑
家
族
み
ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ

い
︒

※
年
末
年
始
は
12
月
30
日
︵
火
︶
か

ら
平
成
27
年
１
月
４
日
︵
日
︶
ま

で
休
館
い
た
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

基
山
モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所

電
話
９
２
︱
０
０
２
５

シ
ェ
イ
プ
ア
ー
ト
︵
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
お
絵
か
き
︶
を
楽
し
も
う
！

▽
日
時

平
成
27
年
１
月
16
日

︵
金
︶・
20
日
︵
火
︶・
23
日
︵
金
︶

・
午
前
の
コ
ー
ス

午
前
10
時
～
12

時

・
午
後
の
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
民
会
館

視
聴
覚

教
室

▽
内
容

ワ
ー
ド
の
﹁
図
形
描
画
﹂

機
能
︵
シ
ェ
イ
プ
︶
を
使
っ
て
お

絵
か
き
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
絵
が

描
け
る
ま
で
を
勉
強
し
ま
す
︒

︵
３
日
間
の
６
時
間
講
座
︶

▽
募
集
人
数

午
前
・
午
後
の
コ
ー

ス

各
20
名

▽
受
講
料

無
料
︵
※
た
だ
し
︑
資

料
代
な
ど
５
０
０
円
を
開
講
当
日

に
頂
き
ま
す
︶

▽
教
材

パ
ソ
コ
ン
︵
ビ
ス
タ
︶
及

び
テ
キ
ス
ト
は
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基

山
で
準
備
し
ま
す
︒

▽
申
込
み
方
法

氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
午
前
か
午
後
の
希
望

コ
ー
ス
を
添
え
て
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
︒
な

お
︑
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︵
澤
田
︶

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
１
８
１
６

後
援

基
山
町

ヘルスメイトの食育だより④

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
催
の
ご
案
内

︻
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︼

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

介
護
者
手
当
支
給
に
つ
い
て

︻
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
︼

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

～
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

ま
ず
相
談
～

︻
佐
賀
県
︼

｢
ま
ち
な
か
公
民
館
﹂
展
示
会
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
︼

︿
有
料
広
告
﹀

　
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
小
冊
子

「
失
敗
し
な
い
塗
装
工
事
７
つ
の

防
衛
策
」
を
30
名
様
無
料
進
呈
。

　
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
が
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
の
調
べ
に
よ
る
と
、
昨

年
度
の
相
談
件
数
は
７
２
７
５

件
。
こ
れ
は
、
５
年
前
の
1.3
倍
に

も
の
ぼ
る
。
ペ
ン
キ
を
薄
め
た
り
、

工
程
を
省
い
た
手
抜
き
工
事
な
ど

の
塗
装
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
は
相
変

わ
ら
ず
多
い
。「
大
手
だ
か
ら
」「
知

り
合
い
だ
か
ら
」
な
ど
安
心
し
て

頼
ん
だ
の
に
失
敗
し
た
。
な
ど
の

声
も
よ
く
聞
く
。
こ
れ
ら
の
被
害

は
、
正
し
い
情
報
を
知
る
だ
け
で
、

簡
単
に
防
げ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
小
冊
子

「
失
敗
し
な
い
塗
装
工
事
７
つ
の

防
衛
策
」
を
作
成
。
そ
の
内
容
は
、

①
見
積
書
の
比
較
の
仕
方
②
確
実

な
工
事
を
さ
せ
る
た
め
の
魔
法
の

一
言
、
な
ど
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
今
す
ぐ
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
24
時
間

録
音
テ
ー
プ
案
内
０
９
４
２（
９

２
）１
０
５
１
で
簡
単
に
応
募
で
き

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
☎
０
９
４
２

（
９
２
）１
０
５
１
ま
た
は
、
０
７

０（
５
６
９
８
）１
０
５
１
ま
で
。

〒830-0004 

久
留
米
市
南
薫

町1513-9

　
　
　
　
　
加
勢
一
建
装
　
天
野

注
意
！
「
塗
装
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中
！
」

塗
装
工
事
を
す
る
前
に…
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11月11日（火）、鳥栖工業高校の男子駅伝部が県大会優勝の報告と、全国大会出場への応援の依頼のため町

長を訪問されました。

鳥栖工業高校男子駅伝部は、11月２日（日）に佐賀市で開催された県大会に出場し、５年連続39回目の優勝

に輝き、全国大会への出場が決まりました。

なお、今年の全国大会は、５年ごとに行われる記念大会で、都道府県代表47校に、地区代表として11校を加

え、58校の参加となります。

同チームの古川監督は、「県大会では、３年連続すべての区間で区間

賞を獲得しましたが、今年のチームは、絶対的なエースはいないもの

の、選手の平均走力が高く、上位選手と下位選手の差が小さい金太郎

飴のような選手を揃えている。選手層が厚く、区間配置にもバリエー

ションが増えてきた。今年の全国大会は、第65回記念大会のため、地

区代表の11校を加える、58校の参加になるが、３年連続で９位と入賞

を逃しているので、今年は、入賞を目指して頑張りたい。」と意気込み

を語られました。

駅伝部には基山町在住の選手も複数所属しており、今後の活躍が期

待されます。

全国大会は12月21日（日）に京都で開催されます。皆さまも応援よ

ろしくお願いします！

全国高校駅伝県大会優勝の鳥栖工業高校生徒が町長を訪問されました

11月10日（月）〜16日（日）に11区公民館

で文化祭が行われました。多くの来場者で

大変にぎわいのある６日間でした。

会議室や和室では、絵画や写真などの多

くの作品が展示されてあり、また16日（日）

には舞踊、三味線、謡曲など、日頃の文化活

動や学習の成果を披露することができまし

た。

第１回 11区文化祭が行われました

11月15日（土）基山町民会館で、恒例になったけやき台

４つの区による「けやき台シニアの集い」が開催されまし

た。

総勢140名が参加し、ギターの演奏を皮切りに、詩吟、フ

ラダンス、合唱、カラオケ舞踊等の出し物が演じられまし

た。

最後はきのくに音頭の曲をかけ、炭坑節の総踊りで締め

くくり、来年も元気で再会できることを約束しながら幕を

閉じました。

第12回「けやき台シニアの集い」開催される
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︿
有
料
広
告
﹀

11月８日（土）から９日（日）の２日間、宮崎県えびの市で第16回基山町・えびの市少年野球交流大会が開

催され、基山町の少年野球４チームとえびの市の４チーム、計８チームで交流試合が行われました。

白熱した試合が展開され、堅い守備に見事な集中打を発揮した基山ファイターズが４戦全勝で２年ぶりに

５回目の優勝に輝きました。（敬称略）

☆大会結果

優 勝 基山ファイターズ

準優勝 基山ジャガーズ

☆個人賞

▷最優秀選手賞

重松 脩（基山ファイターズ）

▷敢闘賞

古賀 寛人（基山ファイターズ）

松尾 王斗（基山ジャガーズ）

細川 青吾（基山バッファローズ）

日永田 龍輝（基肄城タイガーズ）

第16回基山町・えびの市少年野球交流大会

11月８日(土)町民会館小ホールにおいて、『第34回基山町青少年健全育成町民大会』を教育委員会と青少年

育成町民会議の主催により開催しました。

この大会では、８人の小・中学生が体験を通じて学んだことや将来の夢など幅広いテーマについての主張の

発表を行い、会場に集まった201人の参加者は、発表の内容・態度に深い感銘を受けられた様子でした。

また、講師に「大野城まどかぴあ」館長 林田スマ様を迎えて「地域力と教育力」〜地域で子育て、みんな

で子育て〜と題した講演をしていただきました。子どもたちの心に寄り添うことの難しさ、家族や地域が子

どもの成長にいかに大切かなど、実体験に基づき分かりやすく、心に響くお話をしていただきました。

▷少年の主張（体験）

発表者とテーマの紹介（敬称略）

〇基山小６年 手嶋 亮太「サッカーのすばらしさ」

〇基山小６年 長野 奈々「私の夢」

○若基小６年 橋本飛勇向「平和」について考えたこと

〇若基小６年 小堺 凛「チャンスは自分でつかむもの」

〇基山中２年 松石 悠臣「職場体験活動」

〇基山中２年 佐々木雪惠「笑顔の似合う学校」

〇東明館中１年 酒井 直樹「一人一人違うから・こそ」

〇東明館中２年 守谷 早紀「曲がり角の先に」

『青少年健全育成町民大会』で子どもたちが力強い主張（体験）を発表しました

△優勝チーム 基山ファイターズ

◁敢闘賞の古賀 寛人君 (写真・左）

と最優秀選手賞の

重松 脩君（写真・右）
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11月14日（金）基山町多目的グラウンドにおいて、会員87名が参加し、第３回グラウンドゴルフ大会を開催

しました。

寒空の中でも、会員同士楽しく、交流を深めながら日頃の成果を発揮し熱戦を展開しました。

成績は次のとおりです。（敬称略）

▷男性

優 勝 松田 静男

準優勝 山本 茂夫

３ 位 天野 巧

▷女性

優 勝 長野 幸代

準優勝 中牟田 美津代

３ 位 梁井 深行

基山町老人クラブ連合会 第３回グラウンドゴルフ大会開催

｢第24回クロスロードスポーツ・レクリエーション祭」が11月９日（日）に総合体育館を主会場にして開催

されました。

基山町からはターゲット・バードゴルフ、ラージボール卓球、ソフトバレーボール、室内ペタンク、スポン

ジテニスの競技に112名の選手が参加し熱戦を繰り広げました。

上位入賞の成績は次のとおりです。（敬称略）

▷ターゲット・バードゴルフ

６位 長野 満津子

７位 加峰 邦彦

▷アジャタ（玉入れ）オープン競技

１回戦 ２回戦

１位 基山NSC １分30秒 １位 1PEACE １分59秒

｢第24回クロスロードスポーツ・レクリエーション祭」が開催されました

詳細は基山町ホームページ（http://www.town.kiyama.lg.jp/）にも掲載しています。

広報誌「広報きやま」への有料広告募集中

（お問い合わせ先）基山町役場　企画政策課　総合政策係　９２－２１８８

掲載料　５，０００円／枠（１回掲載）※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日の４０日前までにお申し込みください。
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10月25日（土）、26日（日）に第67回県民体育大会が武雄

市、鹿島市他周辺市町にて開催されました。基山町からは

22競技289人の選手が参加しました。本町はソフトボール

一般男子Ｂで優勝するなどの活躍により、町の部で６位の

成績でした。出場された選手の皆様お疲れ様でした。

主な結果

優勝 ソフトボール一般男子Ｂ

２位 ゴルフ（個人）60歳以上 三原 由紀夫

３位 ソフトボール一般男子Ａ、

バレーボール男子、陸上競技一般男子

第67回県民体育大会 町の部第６位
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支出

種別
支出年月日

支出金額

(単位：円）
支出の相手方及び行事名等

行事等の

開催日

御 祝 平成26年10月16日 5,000 城戸生産森林組合総会 10月18日

御 祝 平成26年10月22日 5,000 第19回つつじの里大運動会 10月26日

接 遇 平成26年11月25日 14,480
2014年古代山城サミット

関係自治体in扶餘郡

10月21日

〜23日

10、11月分合計 ３件 24,480円

平成26年度累計 11件 70,774円
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新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢物語のおわり」

湊 かなえ／著 朝日新聞出版刊

妊娠３ヶ月で癌が発覚した女性、父親の死
を機にプロカメラマンになる夢をあきらめよ
うとする男性……様々な人生の岐路に立たさ
れた人々が北海道へひとり旅をするなかで受
けとるのはひとつの紙の束。それは、「空の彼
方」という結末の書かれていない物語だった。

｢テミスの剣」 中山七里／著 文藝春秋刊

昭和59年、台風の夜。埼玉県浦和市で不動産会社

経営の夫婦が殺された。事件から５年後の平成元年

の冬。同一管内で発生した窃盗事件をきっかけに、

渡瀬は、昭和59年の強盗殺人の真犯人が他にいる可

能性に気づく。渡瀬は、警察内部の激しい妨害と戦

いながら、過去の事件を洗い直していくが……。

｢軍師官兵衛 完結編」

ＮＨＫ出版

｢温泉＆やど中国・四国 ’15」

昭文社

｢自由にできる選挙活動」

自由法曹団京都支部

｢風花帖」 葉室 麟

｢地方消滅」 増田 寛也

｢SNSで農業革命」

蓮見 よしあき

｢湖底の城 ５巻」

宮城谷 昌光

｢妖怪ウォッチようかいだ

いずかん ともだちだい

しゅうごう！」 小学館
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図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/
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順
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基山町立図書館では、佐賀県内・

福岡県内の図書館の本もお取り寄

せできます。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

１月11日（日）午前９時30分より

児童室にて

｢十二支のしんねんかい」

みき つきみ／文

｢わたしのゆたんぽ」

きたむら さとし／絵と文

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９
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